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本書は，大学における生涯学習指導者養成と活用のあり方に関する研究
を目的として行っている． 
指導者養成には，社会教育主事をはじめ，図書館司書や博物館学芸員な
どの専門職員，民間カルチャーセンターやスポーツクラブ，ＮＰＯリー
ダー，社会教育指導員等に対して，望ましい教材開発を目指して研究を
行っている． 
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 １．「生涯学習指導者の養成と活用に関する研究」の目的 
 ２．短期大学のコミュニティカレッジ機能の開発に関する研究プロジェクト 
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 １．短期大学のコミュニティカレッジ機能の開発に関する研究 
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 ２．大学における生涯学習指導者養成カリキュラムに関する研究 
－市町村が求める卒業者像を中心として－ 
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 ３．生涯学習指導者養成のＩＴ化に関する研究 
   －地方公共団体における指導系非常勤の現状と研究の実態と中心として－ 
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